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Ⅰ 令和２年度 事業実績一覧 

 

《自然史・歴史講座》 

事業名・講師等 開 催 日 参加者数 内  容 〔開催場所〕 

自然史・歴史講座 

【体験型学習】 

「子ども歴史講座 2020」 

7 月 24 日(金) 

7 月 25 日(土) 

午前午後各２回 

小学生 35 人 

保護者 14 人 

未就学 1 人 

計 50 人 

午前：船原古墳と出土遺物の講義及び 

「鳳凰文心葉形杏葉」の模型づくり 

午後：勾玉についての講義及び勾玉づくり 

〔歴史資料館中会議室〕 

自然史･歴史講座 

【現地学習】※令和元年度延期分 

「アフガンに活きる先人の技術

～江戸時代の水利技術を学ぶ～」 

※新型コロナウイルス感染症対策で、２回に

分けて実施 

①9 月 26 日(土) 

9:00～17:00 

②10 月 3 日(土) 

8:45～16:40 

①17 人 

②15 人 

計 32 人 

江戸時代に整備され現在も利用されている

「清瀧の仕掛け水」と、古賀の偉人中村哲

氏がアフガニスタン用水路建設の参考にさ

れた山田井堰などを見学 

〔清瀧、うきは市、朝倉市、八女市〕 

自然史・歴史講座 

【講演会】 

「戦争は社会をどう変えたか？ 

～戦争と国民生活～」 

講師：有馬 学氏 

（福岡市博物館総館長） 

10 月 10 日(土) 

14:00～16:00 
38 人 

戦争によって変化したことについて、「女

性・農村・メディア」の三つの視点から講

演していただいた 

〔交流館多目的ホール〕 

自然史・歴史講座 

【現地学習】 

「戦争遺跡を訪ねる」 

 

令和 3 年 

3 月 7 日(日) 

9:10～17:30 

 

 

18 人 

 

戦時資料を豊富に展示している施設や現在

も残る戦争遺跡（旧上西郷弾薬庫跡や大刀

洗北飛行場掩体など）を見学 

〔福津市、志免町、嘉麻市、筑前町〕 

自然史・歴史講座 合計 138 人 

 

《展示》 

事業名 期 間 観覧者数 内  容 〔開催場所〕 

企画展 

「戦争とくらし 

～庶民から見た戦争～」 

10 月 1 日(木) 

～11 月 8 日(日) 
588 人 

1945 年の終戦から 75 年の節目の年に、市

民に改めて戦争と平和について考える機会

としてもらうため、戦時中の庶民のくらし

を中心にパネル及び実資料を展示 

〔歴史資料館ギャラリー〕 
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令和 2 年度国史跡船原古墳展 

「馬王～それは誰だったのか」 

11 月 14 日(土) 

～12 月 20 日(日)    
3,061 人 

報道発表を行った「二連三葉文心葉形杏葉」

を中心に、土坑出土遺物の実資料の展示及

び考察される被葬者像についての解説 

〔歴史資料館〕 

ミニ 

ギャラリー展 

自然に魅せられて 
4 月 28 日(火) 

～7 月 19 日(日) 
― 

蝶の標本及び蝶にまつわる文学作品の展示 

令和２年度博物館実習の一環で、実習生が

展示及びキャプション作成を行った 

〔歴史資料館ギャラリー〕 

※4 月 1 日～5 月 17 日、新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、リーパスプラザこが全館一

時休館 

石のささやき 
9 月 1 日(火) 

～9 月 22 日(火) 
― 

化石・鉱物の標本及び解説パネルの展示 

〔歴史資料館ギャラリー〕 

船原古墳パネル展 

「古賀の宝 

ふなばるこふんのせかい」 

8 月 1 日(土) 

～8 月 29 日(土) 
260 人 

初心者向けの船原古墳紹介パネル展示 

〔歴史資料館ギャラリー〕 

11 月 9 日(月) 

～11 月 27 日(金) 
 ― 

船原古墳ＰＲのためのパネル展示 

〔市役所市民ホール〕 

出張 

歴史資料館 

健康福祉まつり 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

まつり古賀 

展示 合計 3,909 人 

 

《教育普及》 

事業名・講師等 開催日・期間 参加者数 内  容 〔開催場所〕 

夏休みれきし体験パスポート 
7 月 21 日(火) 

～8 月 25 日(火) 

新型コロナウイル

ス感染症拡大防止

のため中止 
小中学生を対象とした体験型学習で、歴

史資料館展示物に関するクイズを通し

て、古賀の郷土歴史に理解を深める 

〔歴史資料館〕 

冬休みれきし体験パスポート 

12 月 24 日(木)～ 

令和 3 年 

1 月 11 日(月) 

新型コロナウイル

ス感染症拡大防止

のため中止 

春休みれきし体験パスポート 

令和 3 年 

3 月 24 日(水) 

～4 月 6 日(火) 

56 人 

歴史資料館れきし体験パスポート 合計 56 人 
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事業名・講師等 開 催 日 参加者数 内  容 〔開催場所〕 

第 1 回 子ども考古学講座 

「古代の織物」 

10 月 4 日(日) 

14:00～16:00 

小学生 7 人 

保護者 1 人 

計 8 人 

古代の織物についての講義及び体験活動

（網代編みでコースターづくり、機織り

体験、貫頭衣づくり） 

〔歴史資料館中会議室〕 

第２回 子ども考古学講座 

「縄文土器を作ろう」 

講師：香川 義文氏 

  （古賀市陶芸同好会代表） 

11 月 1 日(日) 

14:00～16:00 

小学生 8 人 

保護者 2 人 

計 10 人 

土器や焼き物についての講義及び輪積み

法で縄文土器づくり 

〔交流館工芸室〕 

子ども考古学講座 合計 延べ 18 人（小学生 15 人、保護者 3 人） 

ナイトミュージアム 

＆ライブラリー 
2 月 13 日(土) 

新型コロナウイル

ス感染症拡大防止

のため中止 

閉館後の歴史資料館・図書館を探検 

 

■歴史資料館利用実績一覧 

事前申し込みで、学校の施設見学・教科学習や一般団体の生涯学習で歴史資料館見学の対応を行った。 

 月 団 体 名 見学者数 内   容 

１ 8 月 まちづくり推進課 10 人 歴史資料館・船原古墳パネル展見学及び杏葉づくり 

２ 9 月 まちづくり推進課 14 人 勾玉づくり 

３ 

11 月 

舞の里分館教養学級「舞夢」 20 人 令和２年度国史跡船原古墳展の見学 

４ デイサービス花梨 8 人 令和２年度国史跡船原古墳展の見学 

５ 12 月 九州大学文学部地理学研究室 23 人 令和２年度国史跡船原古墳展の見学 

６ 

3 月 

花鶴小学校３年生 107 人 社会科見学「市の様子と人々のくらしのうつりかわり」 

７ 古賀西小学校３年生 81 人 社会科見学「市の様子と人々のくらしのうつりかわり」 

見学者 合計 263 人  

 

■実習生受け入れ一覧 

 期間 学 校 名 参加人数 内   容 

1 4 月 22 日(水) 

～ 4 月 28 日(火) 

北九州市立大学 １人 博物館実習課程 
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《刊行物》 

・れきしのアルバム№44「薦野増時と米多比鎮久 その１・その２」を作成し、ホームページに掲 

載した。 

 

《所蔵資料整理業務》 

 ・「青柳耕地図」について、後世継承のためデジタル化を行った。 

 

《資料収集整理活動》 

・令和２年度の寄贈は 17 件で、全 119 点及び古文書類 
 

内  容 点数 

1 洗たく板、そろばん、こて ほか（民具） 8 点 

2 カーバイトランプ、ホットカラー 2 点 

3 真空管ラジオ、トランジスタラジオ、十能 ほか（民具） 11 点 

4 蓄音機、SP レコード 2 点 

5 軍隊手帳、軍事郵便、給付金の証書 ほか（民具及び戦時資料） 15 点 

6 初等科教科書 ほか（本類） 19 点 

7 乱れ箱 １点 

8 豆炭あんか、一合桝、おひつ ほか（民具） 8 点 

9 死亡報告書、勲八等白色桐葉章、証書 3 点 

10 扇風機（昭和 50 年代） 1 点 

11 甲弾箱、筌、手廻し計算機、カメラ ほか（民具） 32 点 

12 そろばん 1 点 

13 従軍記章、記念章、巻物 ほか（民具） 16 点 

14 薦野の戦記、米多比の戦記 ほか（古文書類） 一式 

・このほか、戦時中の生活など古賀の歴史に関する事項について、その地域の高齢者などに話

を聞いて、記録に残した。 
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Ⅱ 事業報告 

 

１．自然史・歴史講座（全４回） 

 

■自然史・歴史講座【体験型学習】（小中学生対象） 

タイトル：「子ども歴史講座２０２０」（全 4 回） 

開 催 日：令和２年 7 月 24 日（金）・25 日（土）    

      （午前：杏葉づくり 午後：勾玉づくり） 

会  場：歴史資料館中会議室 

参加者数：小学生 35 人、保護者 14 人、未就学児 1 人 

 

市内の子どもたちに「杏
ぎょう

葉
よう

」と「勾玉
まがたま

」づくりをとおして、地元の文化財である国史跡船原古墳

や古代を身近に感じてもらい、郷土の歴史を大切に思う心を育むために開催した。 

 

【杏葉づくり】 

歴史資料館長より、船原古墳の概要と特徴及び出土遺物につい 

ての講義を行った。特に模型で作成する船原古墳 1 号土坑から見 

つかった「鳳
ほう

凰
おう

文
もん

心
しん

葉形
ようけい

杏
ぎょう

葉
よう

」について詳しく説明し、作成した 

模型の理解につなげた。 

杏葉の模型をつくる体験では、シリコン製の型に水で溶かした 

石こうを流し入れ、模型を作成した。また、歴史資料館展示室で 

船原古墳の遺物を見学した後、あらかじめ作成した白の杏葉の模 

型にそれぞれのイメージで着色した。参加者は夢中になって取り組 

んでおり、実物が３枚の金銅板と鉄板で出来ていることを意識して、 

鳳凰の部分とその下の部分を違う色で塗る子が多く、全員自分だけ 

の杏葉を完成させることができていた。 

 

【勾玉づくり】 

歴史資料館長より、勾玉の種類や用途について、歴史資料館に展示 

しているものを例に紹介した。 

勾玉をつくる体験では、滑石
かっせき

に鉛筆で形を下書きし、３種類のサ 

ンドペーパーで滑石を削って磨く作業を行った。削る作業は力が要 

り大変な作業だったが、参加者はしっかり削れていた。削った勾玉 

を磨き上げた後、染料を使って職員が希望の色に着色した。参加者 

は自分でつくった色付きの勾玉を首から下げ、喜んでいた。 
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■自然史・歴史講座【現地学習】 ※令和元年度延期分 

タイトル：「アフガンに活きる先人の技術 

～江戸時代の水利技術を学ぶ～」 

開 催 日：令和 2 年 9 月 26 日（土）・10 月 3 日（土） 

見 学 先：清瀧仕掛け水（古賀市）、大石堰（うきは市）、 

山
やま

田井堰
だ い せ き

・三連水車（朝倉市）、千間土居（八女市） 

参加者数：32 人 

 

治水・利水をテーマに、バスで各見学地を訪ね学んだ。古賀市史跡案内ボランティアの松田信一郎氏の

案内で清瀧の仕掛け水を見学し、水路完成までの歴史や取水の仕組み、現在も水を通していることなど

を解説していただいた。 

また、歴史資料館長の案内で、久留米藩が行った利水の例として大石堰を、福岡藩が行った利水の例と

して山田井堰を、柳河藩が行った治水の例として千間土居を、それぞれ見学した。山田井堰では、自然の

流れを止めることなく地形をうまく利用して取水していることや中村哲氏がアフガニスタンの地でも参

考にされたことを学んだ。さらに、堀川用水の水を汲み上げるためにつくられた三連水車も併せて見学

し、実際に水車が回り水を汲み上げている様子を見ることができた。 

参加者の中で、清瀧の仕掛け水を「聞いたことはあるが初めて見た」「全く知らなかった」という人が

63%と半数以上であったため、今回の講座で地元の文化財である清瀧の仕掛け水を知ってもらうことが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自然史・歴史講座【講演会】 

タイトル：「戦争は社会をどう変えたか？～戦争と国民生活～」 

開 催 日：令和 2 年 10 月 10 日（土） 

会  場：交流館多目的ホール 

講  師：有馬 学氏（福岡市博物館総館長/九州大学名誉教授） 

参加者数：38 人 
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令和 2 年度企画展「戦争とくらし～庶民から見た戦争～」と関連し 

た講演会として企画・開催し、福岡市博物館総館長の有馬学氏を講師 

にお招きして、戦争によって何が変化したのかについて「女性・農村 

・メディア」の三つの視点から講演していただいた。 

国防婦人会や谷野せつなどを例に挙げ、戦争が女性の社会進出の一 

因となったことや戦時中は日本の制度変革に対する期待が高まった時 

期であるとし、戦時中にとられた様々な政策が戦後の農地改革の重要 

な前提となったことなどを解説していただいた。また、当時の日本が 

雑誌『NIPPON』『FRONT』などで外国向けに積極的に情報を発信し 

ていたことなどを、画像を示しながら解説していただいた。 

最後に、戦時中の体験や当時の思いを語り継いでいくこと、どのよ 

うな過去のうえに今の暮らしが成り立っているのかを考えることが大 

切だと語られた。 

 

 

■自然史・歴史講座【現地学習】 

タイトル：「戦争遺跡を訪ねる」 

開 催 日：令和 3 年 3 月 7 日（日） 

見 学 先： 旧上西郷弾薬庫跡（福津市）、旧海軍志免炭鉱竪坑櫓（志免町）、 

碓井平和祈念館（嘉麻市）、 

大刀洗北飛行場掩体・大刀洗北飛行場関連施設跡・大刀洗平和記念館（筑前町） 

参加者数：18 人                                       

 

現在も残る各地の戦争遺跡や戦時資料を豊富に展示する施設を見 

学した。福津市では、現存する３棟の火薬庫（現在は農業倉庫とし 

て利用されている）などを見学した。 

志免町では、志免町教育委員会社会教育課文化財係の方の案内で 

旧海軍志免炭鉱竪坑櫓を見学した。残念ながら、３月末まで保存修 

理工事のため実際に見ることはできなかったが、竪坑櫓ができた経 

緯や構造など、詳しく解説していただいた。 

碓井平和祈念館では、実際に使用された軍服や千人針、B・C 級 

戦犯として裁かれた兵士たちの資料などを、大刀洗平和記念館では 

特攻隊や兵士にまつわる資料をそれぞれ見学し、戦争の悲惨さや平 

和について学んだ。 

また、大刀洗飛行場で唯一現存する掩体と憲兵分遣隊舎跡・慰霊 

碑・正門・監的壕を見学した。掩体は、普段は区域内に入ることは 

できないが当日は許可をいただき、近くで見学することができた。 
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２．展示 

 

■企画展 

タイトル：「戦争とくらし～庶民から見た戦争～」 

会  期：令和 2 年 10 月 1 日（木）～11 月 8 日（日） 34 日間 

会  場：歴史資料館ギャラリー 

観覧者数：588 人 

報道機関：西日本新聞（10 月 1 日掲載）、読売新聞（10 月 2 日掲載） 

 

本来は学校の夏季休業期間にあわせて開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響で

延期して開催した。2020 年は 1945 年の終戦から 75 年の節目の年であり、市民に改めて戦争と平

和について考える機会としてもらい、戦争を知らない世代に戦争の記憶を継承することを目的とし

て、以下 4 テーマ構成で展示を行った。また、企画展の開催にあたり、戦時資料の提供を呼びかけた

ところ、57 点の寄贈、125 点の資料提供があった。 

 

【テーマⅠ 「兵士」になる】 

 兵役や召集、当時の軍隊生活について、旧青柳村行政資料（兵事）に残る資料などを示し、兵士

になる道筋や兵士を取り巻いていた環境を解説した。 

また、兵士を送り出す側の人々がどんな思いで出征する兵士を送ったのかを、神社への祈願書や

千人針、日の丸の寄せ書き、出征した息子へ宛てた母の手紙などを展示して伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマⅡ どこで戦い どこで亡くなったか】 

 古賀市遺族会の戦没者名簿や旧青柳村行政資料（兵事）の記録を基に、古賀市出身の方々がどこ

で戦い、いつごろ亡くなったのかについてまとめ、パネルや地図で示した。また、勲章・徽章や給

付金の証書、軍票、ゲートルや甲弾箱、『大東亜戦争要圖』などの実資料も展示した。 
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【テーマⅢ くらしの変化～日常生活の変化に見る戦争の影～】 

庶民の日常生活と戦時中の教育に焦点を当て、戦時国債や戦時中の硬貨、陶製のアイロン、犬の

献納運動のビラ、衣料切符などを展示し、戦争には多額のお金が必要だったことや生活必需品がほ

とんど配給制になったこと、金属などの物資が不足し様々なものが供出されていったことなど、戦

争が長期化する中で庶民の生活が次第に厳しくなっていった様子を伝えた。 

さらに、戦争を体験した世代へ行った戦時中の生活の様子や体験の聞き取りについて、学校が接

収され勤労奉仕作業をした体験や空襲警報が鳴ったら防空壕に避難した体験をパネルで紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマⅣ 戦争は何を残したか】 

 敗戦後の日本について、戦争を記録に残すため様々な体験記や文学作品がつくられたことを紹介

した。戦争文学について、図書館と協力し図書館で借りることができる戦前生まれの作家によって

書かれた本を選んで紹介した。また、総務課と協力し、市の平和への取り組みの紹介と『原爆と人

間』ポスターの一部を展示した。 
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■令和 2 年度 国史跡船原古墳展 

タイトル：「馬王～それは誰だったのか」 

会  期：令和２年 11 月 14 日(土)～12 月 20 日(日) 32 日間 

会  場：歴史資料館展示室 

観覧者数：3,061 人 

関連事業：【令和 2 年度国史跡船原古墳講演会】 

開催日：令和 2 年 11 月 28 日(土)  

報道機関：西日本新聞（11 月 14 日、12 月 9 日、12 月 17 日掲載） 

毎日新聞（11 月 14 日、11 月 15 日、12 月 6 日掲載） 

読売新聞（11 月 14 日、11 月 15 日、12 月 19 日掲載） 

朝日新聞（11 月 14 日、12 月 15 日掲載） 

日本経済新聞（11 月 14 日掲載） 

産経新聞（11 月 14 日掲載） 

そのほか、テレビ・ネットニュース等 

 

 

平成 25 年度から行っている船原古墳の調査成果について、特に土坑出土の馬具からみた船原古墳の被

葬者像を紹介した。 

今回は「馬王～それは誰だったのか」と題し、土坑出土馬具の実資料を展示して、それらを半島系馬具、

国産馬具、実用性馬具の三つに分類した際に、それぞれから想定される被葬者像を紹介した。特に 11 月

13 日に発表した“玉虫杏葉（二連三葉文心葉形杏葉）”の発見が報道で大きく取り上げられ、その実資料

を観覧できる機会とあり、来館者が多数であった。会期中には、1,000 人目、2000 人目、2,786(ふなばる)

人目、3,000 人目の来館者の方に、記念品を渡す等のセレモニーを実施した。 

また、会期後半には週末限定で職員による展示解説(日に 3 回)や主要な解説パネルの多言語化(英語、

韓国語、中国語)、船原古墳缶バッジの販売を行い、随時教育委員会 Facebook などでこれらを発信した。

また、船原古墳現地では古墳の草刈りにあわせて心葉形の草刈りアートを実施し、写真スポットとして

教育委員会 Facebook で紹介することにより、現地への来訪者の誘致にも取り組んだ。 
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■ミニギャラリー展 

◆タイトル：「自然に魅せられて」 

会  期：令和 2 年 4 月 28 日(火)～7 月 19 日(日) 

     ※4 月 1 日～5 月 17 日、新型コロナウイルス感染症拡大防止 

のためリーパスプラザこが全館一時休館 

会  場：歴史資料館ギャラリー 

 

市民に郷土の自然史を学んでもらうことを目的として、元古賀北中学校長の田中隆義氏より借用

した蝶の標本を展示した。また、蝶の図鑑や蝶に関する文学作品も共に展示した。令和２年度博物

館実習の一環で、実習生が展示及びキャプション作成を行った。 

 

 

◆タイトル：「石のささやき」 

会  期：令和２年 9 月 1 日（火）～9 月 22 日（火） 

会  場：歴史資料館ギャラリー 

 

市民に自然史について興味を持ってもらい学んでもらうことを目的として、田中隆義氏より借用した

化石・鉱物の標本及び解説パネルを展示した。 

 

 

 

■船原古墳パネル展 

タイトル：「古賀の宝 ふなばるこふんのせかい」 

会  期：【歴史資料館ギャラリー】令和２年 8 月 1 日（土）～8 月 29 日（土） 

      【市役所市民ホール】令和２年 11 月 9 日(月)～11 月 27 日(金) 

会  場：歴史資料館ギャラリー、市役所市民ホール 

観覧者数：【歴史資料館ギャラリー】260 人 

 

船原古墳の周知活動の一環として、初心者向けの船原古墳及び 

1 号土坑から出土した馬具などを紹介するパネルを展示した。ま 

た、発掘時の様子の写真などをあわせて展示した。 

歴史資料館ギャラリーでは、馬具の復元品の展示や船原古墳を 

題材とした劇団 DAICOON の「船原奇譚～奇想天外旅する娘～」 

（平成 29 年）のビデオの放映を行った。 
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３．教育普及 

 

■歴史資料館れきし体験パスポート 

 パスポートをとおして歴史資料館に親しんでもらい、郷土の歴史を楽しみながら学んでもらうことを

目的として、春休み・夏休み・冬休みの学校長期休業中、小中学生を対象に、歴史資料館展示室内で展示

に関するクイズなどの体験に挑戦してスタンプを集めるイベントを行った。 

 

◆夏休みれきし体験パスポート 

期間：令和 2 年 7 月 21 日(火)～8 月 25 日(火) 

※この事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止した。 

 

◆冬休みれきし体験パスポート 

期間：令和 2 年 12 月 24 日(木)～令和 3 年 1 月 11 日(月) 

※この事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止した。 

 

◆春休みれきし体験パスポート 

期間：令和３年 3 月 24 日(水)～4 月 6 日(火) 

参加者数：56 人 

内容：展示物に関するクイズラリー 

 

 

■子ども考古学講座（全２回） 

 

◆第１回「古代の織物」 

開 催 日：令和 2 年 10 月 4 日（日） 

会  場：歴史資料館中会議室 

参加者数：小学生 7 人、保護者 1 人 

 

歴史資料館長より昔の人の衣服や織物の仕組みについての講義を 

行った。また、古代の人々も行っていた編み方「網代(あじろ)編み」 

でコースターづくり、簡易機織りキットで機織り体験、職員が作成 

した貫頭衣にそれぞれ好きな文様を描く貫頭衣づくりを行った。 

参加者は作業をとおして、網代編みの構造や機織りの仕組みをし 

っかり理解できていた。貫頭衣づくりでは、装飾古墳などに使われ 

ている古代の文様を参考に、それぞれ自分だけの貫頭衣をつくりあ 

げていた。 
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◆第 2 回「縄文土器をつくろう」 

開 催 日：令和 2 年 11 月 1 日（日） 

会  場：交流館 102 工芸室 

参加者数：小学生 8 人、保護者 2 人 

講  師：香川
か が わ

 義文
よしふみ

氏（古賀市陶芸同好会代表） 

 

歴史資料館長より焼き物と土器についての講義を行った。土器と 

陶磁器（焼き物）の違いや縄文土器の時代ごとの特徴や文様の種類、 

また縄文土器のつくり方について解説した。体験活動では、古賀市 

陶芸同好会代表の香川義文氏に指導していただき、細長いひものよ 

うにした粘土を積み上げてつくる輪積み法で土器をつくった。 

参加者はつくった土器に、取っ手のような装飾をつけたり、木や 

貝殻などの道具を使って好きな文様を描いたりして、オリジナルの 

土器を完成させていた。土器は後日窯で焼いて、参加者に渡した。 

 

 

■施設見学 

歴史資料館では子どもたちの教育普及や一般向けの生涯学習の一環として、事前申し込みで施設

見学を受け入れている。館内は市内から発掘された出土品の展示や郷土の歴史の紹介、昔の暮らし

を知ることができる古民具等を配置し、分かりやすい解説と展示を心がけて子どもたちの学びに力

を入れている。 

学校の教科学習の見学では、学校と学習のねらいやスケジュール等を事前に打ち合わせして、見

学を進めている。机上で学ぶより、実物を見ながら歴史資料館職員の説明を受けることで、日頃と

は違う学びが提供できている。この事業がきっかけで再度来館する子どもや、家族友人を連れて子

ども自ら学習したことを説明している光景もみられ、郷土の歴史の普及に繋がっている。 

また、古賀市の宝である国史跡船原古墳について、市内外の方により深く知ってもらえるように

解説等を行っている。令和 2 年度には、台湾の方々や領事館の方々をお迎えし、鳳凰文心葉形杏葉

の模型づくりをとおして、船原古墳を知っていただくことができた。 
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■実習生受入 

  

◆北九州市立大学「博物館学芸員課程館務実習生受入れ」 

期間：令和 2 年 4 月 22 日(水)～ 4 月 28 日(火) 

受け入れ人数：1 人 

 

博物館学芸員資格取得に必要な博物館実習課程履修のため、要望があった学生を受け入れ、博

物館実習を行った。発掘作業体験やミニギャラリー展「自然に魅せられて」の展示及びキャプショ

ン作成などを実施した。 
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Ⅲ 来館者数 

 

令和 2 年度 開館日数及び来館者数 

 

月 開館日数 来館者数 

４月 0 日 0 人 

５月 11 日 58 人 

６月 24 日 141 人 

７月 26 日 333 人 

８月 25 日 312 人 

９月 20 日 207 人 

10 月 27 日 263 人 

11 月 21 日 1,779 人 

12 月 22 日 1,454 人 

１月 18 日 177 人 

２月 23 日 318 人 

３月 25 日 550 人 

合計 242 日 5,592 人 

月平均 20 日 466 人 

日平均  23 人 

 

※4 月 1 日～5 月 17 日、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためリーパスプラザこが全館一時休館。 

※令和 3 年 1 月 26 日～1 月 31 日、資料整理のため特別休館。 

 

 

【過去３年間の日平均来館者数】 

 

年 度 日平均来館者数 

平成 30 年度 35 人 

令和元年度 30 人 

令和 2 年度 23 人 
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Ⅳ 令和３年度目標及び事業計画 

 

 

■目標 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる場合があります。 

 

 

（１） 郷土古賀の歴史を学習する「自然史・歴史講座」を開催し、講演会、施設見学及び史跡等

に出向いての現地学習などを行い、参加者の自然史・歴史、郷土の偉人への興味を高める

とともに、古賀のよさを知ってもらう機会とする。 

 

（２） 小中学生を対象に「子ども歴史講座」を実施し、体験や講義を通じて、大昔の人々の生活

や郷土の文化財を学習する機会を提供する。 

 

（３） 船原古墳に特化した人材を育成する目的で、初心者向けの船原古墳講座を開講する。 

 

（４） 国史跡船原古墳に関して、古賀市ホームページやフェイスブック、パネル展示などを実施

し、市内外への情報発信に努める。 

 

（５） 中村哲氏生誕 75 年となるため、青春時代を過ごされた古賀時代に焦点をあてパネル展示

を行う。 

 

（６） 市内で開催されるイベントに「出張歴史資料館」を出展し、分かりやすく郷土の歴史を発

信する。 

 

（７） 郷土の戦国武将である薦野増時・米多比鎮久、また立花宗茂・誾千代など、古賀に縁のあ

る人物を紹介することで、郷土愛の醸成を図る。 

 

（８） 古文書、民具、昔の写真など郷土に関わる資料の収集を行うとともに、地域の高齢者から

昔の生活の様子などの聞き取りを行い、それらの整理・保存に努める。 

 

（９） れきしのアルバム No.45「大般若波羅蜜多経」のデータを作成し、ホームページに掲載す

る。 
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■事業計画 ※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、変更・中止となる場合があります。 

 

《自然史歴史講座・展示・教育普及》 

事業名 開催予定日 内   容 開催予定場所 

第 1 回子ども歴史講座 

5 月 1 日(土) 

①10:00～12:00 

②14:00～16:00 

①鳳凰文心葉形杏葉の模型 

づくり 

②勾玉づくり 

交流館工芸室 

自然史・歴史講座 

「船原古墳講座【初級編】」 

①5 月 15 日(土) 

②6 月 19 日(土) 

③7 月 3 日(土) 

①船原古墳及び前方後円墳 

②船原古墳出土遺物 

③シンポジウム 

歴史資料館 

中会議室 

船原古墳パネル展 

「古賀の宝 船原古墳の世界」 

5 月 18 日(火) 

～5 月 30 日(日) 

初心者向けの船原古墳紹介 

パネル展示 

歴史資料館 

ギャラリー 

令和３年度 

国史跡船原古墳展 

6 月 19 日(土) 

～7 月 18 日(日) 

令和 3 年度までの出土品整理・調査

についての解説と実資料を展示 
歴史資料館 

企画展 

「中村哲さんと古賀 

～アフガンへの導き～」 

7 月 17 日(土) 

～8 月 29 日(日) 

古賀時代の中村哲さんに焦点をあ

てたパネル等の展示 

歴史資料館 

ギャラリー 

夏休みれきし体験パスポート 
7 月 20 日(火) 

～8 月 25 日(水) 
歴史に関するクイズラリー 歴史資料館 

第 2 回子ども歴史講座 

7 月 21 日(水) 

7 月 22 日(木) 

午前午後各 2 回 

鳳凰文心葉形杏葉の模型 

づくりと勾玉づくり 

歴史資料館 

中会議室 

自然史・歴史講座【講演会】 

「中村哲 人のつながり 信頼」 

8 月 8 日(日) 

14:00～16:00 

講師：前田志津子氏 

（活水女子大学教授） 

中村哲さんとキリスト教のつなが

りについて 

交流館 

多目的ホール 

自然史･歴史講座番外編 

【講演会】 

「立花宗茂と 

薦野増時・米多比鎮久」（仮） 

9 月 5 日(日) 

14:00～16:00 

講師：中野等氏 

（九州大学大学院教授） 

立花宗茂と薦野増時・米多比鎮久につ

いて 

交流館 

多目的ホール 

自然史･歴史講座番外編 

【パネル展】 

「古賀に縁のある先人を知る 

～立花家と薦野増時・米多比鎮久～」 

9 月 1 日(水) 

～9 月 20 日(月・祝) 

立花家とその重臣薦野増時・米多比

鎮久を紹介するパネル展示 

歴史資料館 

ギャラリー 
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船原古墳パネル展 10 月 船原古墳ＰＲのパネル展示 
市役所 

市民ホール 

第 3 回子ども歴史講座 10 月 縄文土器づくり 交流館工芸室 

第 4 回子ども歴史講座 11 月 古代食体験 交流館調理室 

ナイトミュージアム 

＆ライブラリー 

12 月 4 日(土) 

18:30～19:30 
閉館後の歴史資料館・図書館を探検 

図書館 

歴史資料館 

冬休みれきし体験パスポート 12 月～1 月 歴史に関するクイズラリー 歴史資料館 

自然史・歴史講座【現地学習】 

「『花と龍』の世界をたどる 

～石炭運送と荷役～」（仮） 

令和 4 年 

３月 5 日(土) 

9:00～17:00 

北九州市若松 ほか訪問 
北九州市若松 

ほか 

春休みれきし体験パスポート ３月～４月 歴史に関するクイズラリー 歴史資料館 
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